
(57)【要約】

【課題】　先端処置部５と後端の手元操作部４を備え、

かつ先端処置部５と手元操作部４を連結した操作用芯材

３を貫挿した細長可撓性の密着巻きコイル体のシース体

２から成る医療用処置具１において、体腔内で屈曲形態

になっても「コイル線間が開いて長尺化したり、曲げに

よる引張り荷重が芯材３に生じない」高品質シース体構

造のものを提供する。

【解決手段】　シース体２が、先細２等辺斜辺素線７と

円弧外周素線８の組合せにして、曲げ外力によって相互

接合縁を前記コイル体の径方向に相対滑り自在にした異

形複素線コイルから成る構造」が特徴である。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 前 端 の 先 端 処 置 部 と 後 端 の 手 元 操 作 部 を 備 え 、 か つ 該 先 端 処 置 部 と 該 手 元 操 作 部 を 連 結
し た 操 作 用 芯 材 を 貫 挿 し た 細 長 可 撓 性 の 密 着 巻 き コ イ ル 体 の シ ー ス 体 か ら 成 る 医 療 用 処 置
具 に お い て 、 前 記 シ ー ス 体 が 、 先 細 ２ 等 辺 斜 辺 素 線 と 円 弧 外 周 素 線 の 組 合 せ に し て 、 曲 げ
外 力 に よ っ て 相 互 接 合 縁 を 前 記 コ イ ル 体 の 径 方 向 に 相 対 滑 り 自 在 に し た 異 形 複 素 線 コ イ ル
か ら 成 る 構 造 を 特 徴 と す る 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 先 細 ２ 等 辺 斜 辺 素 線 が 、 凹 円 弧 等 辺 の ２ 等 辺 ３ 角 形 線 か ら 成 る 請 求 項 １ に 記 載 の 医 療 用
処 置 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 円 弧 外 周 素 線 が 、 弦 を コ イ ル 中 心 線 と 平 行 に 成 す 切 欠 円 形 線 か ら 成 る 請 求 項 １ に 記 載 の
医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の シ ー ス 体 か ら 成 り 、 手 元 操 作 部 に よ る 芯 材 の プ ッ シ ュ
・ プ ル 操 作 に よ っ て 、 先 端 処 置 部 の 生 検 カ ッ プ を 開 閉 作 動 さ せ る 生 体 組 織 採 取 構 造 の 内 視
鏡 用 処 置 具 ・ 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の シ ー ス 体 か ら 成 り 、 手 元 操 作 部 に よ る 芯 材 の プ ル 操 作
に よ っ て 、 先 端 処 置 部 の 生 体 組 織 緊 縛 用 ル ー プ 部 を 縮 径 作 動 さ せ る 内 視 鏡 用 処 置 具 構 造 の
医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の シ ー ス 体 か ら 成 り 、 手 元 操 作 部 に よ る 芯 材 の プ ル 操 作
に よ っ て 先 端 処 置 部 の ク リ ッ プ を 生 体 組 織 へ 留 置 さ せ る 多 機 能 外 科 用 器 具 構 造 の 医 療 用 処
置 具 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の シ ー ス 体 か ら 成 り 、 手 元 操 作 部 に よ る 芯 材 ワ イ ヤ の 回
転 操 作 に よ っ て 該 ワ イ ヤ の 張 力 を 調 整 し て 先 端 処 置 部 を 可 変 作 動 さ せ る 形 態 の 内 視 鏡 構 造
の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の シ ー ス 体 か ら 成 り 、 該 シ ー ス 体 の コ イ ル 体 内 に セ ン サ
ー を 内 蔵 し た セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ 構 造 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 ９ 】
　 シ ー ス 体 が 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 異 形 複 素 線 コ イ ル 部 か ら 成 る 先 端 側 ゾ ー
ン と 、 該 先 端 側 ゾ ー ン に 直 列 連 結 し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 手 元 側 ゾ ー ン か ら 成 る ２
ゾ ー ン 形 態 の 医 療 用 処 置 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 シ ー ス 体 が 、 請 求 項 １ ～ 請 求 項 ３ の い ず れ か の 異 形 複 素 線 コ イ ル 部 か ら 成 る 先 端 側 ゾ ー
ン と 、 該 先 端 側 ゾ ー ン に 直 列 連 結 し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 中 間 ゾ ー ン と 、 該 中 間 ゾ
ー ン に 直 列 連 結 し た 中 空 管 体 か ら 成 る 手 元 側 ゾ ー ン か ら 成 る ３ ゾ ー ン 形 態 の 医 療 用 処 置 具
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 し て 生 体 採 取 等 の 所 定 の 治 療 を 行 う 内 視 鏡 用 処 置 具 ・ 内 視 鏡 用
生 検 鉗 子 ・ 多 機 能 外 科 用 器 具 等 の 体 腔 内 治 療 用 の 医 療 用 処 置 具 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 前 記 の 体 腔 内 治 療 用 の 医 療 用 処 置 具 は 、 曲 り く ね っ た 細 い 血 管 の 体 腔 内 に 挿 入 し て 体 外
に 位 置 す る 手 元 操 作 部 を 「 押 し ・ 引 き ・ 回 転 」 手 動 操 作 し て 前 端 の 先 端 処 置 部 を 操 作 し て
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所 要 の 体 腔 内 治 療 を 施 す の で 、 細 長 可 撓 性 の シ ー ス 体 に 可 撓 性 の 芯 材 を 貫 換 し 、 そ の 芯 材
を シ ー ス 体 後 端 の 手 元 操 作 部 と シ ー ス 体 前 端 の 先 端 処 置 部 に 連 結 し た 基 本 形 態 の も の が 普
及 し て お り 特 許 文 献 １ ～ ４ に 示 す 背 景 技 術 の も の が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 即 ち 、 特 許 文 献 １ の 医 療 用 処 置 具 は 「 単 素 線 の 密 着 巻 き 長 尺 コ イ ル 体 」 の シ ー ス 体 に 芯
材 を 内 挿 し た 構 造 を 特 徴 と し て お り 、 特 許 文 献 ２ の 内 視 鏡 用 鉗 子 ・ 特 許 文 献 ３ の 内 視 鏡 用
処 置 具 ・ 特 許 文 献 ４ の 多 機 能 外 科 用 器 具 の い ず れ も 同 じ く 「 単 素 線 の 密 着 巻 き コ イ ル 体 」
の シ ー ス 体 構 造 を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ０ １ ７ ３ ８ ６ 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ０ １ １ ０ １ ７ 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ２ ９ ０ ８ ０ ３ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ２ ８ ２ ２ ６ １ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 以 上 の 背 景 技 術 の 医 療 用 処 置 具 の シ ー ス 体 は 「 単 線 の コ イ ル 素 線 を 所 要 径 に 密 着 コ イ ル
巻 き し た 密 着 コ イ ル 形 態 」 か ら 成 る の で 、 曲 り く ね っ た 血 管 へ 長 尺 の シ ー ス 体 を 挿 入 す る
と 、 曲 げ 部 位 の シ ー ス 体 は 曲 げ に よ る 引 張 り 荷 重 を 生 ず る 曲 げ 外 側 の コ イ ル 素 線 が 曲 げ 外
力 に 応 じ て 素 線 間 隙 間 を 生 じ て 曲 り 変 形 し 、 そ の 曲 げ 応 力 を 保 持 し た ま ま 変 形 す る 。 そ し
て 、 曲 げ に よ る 圧 縮 荷 重 を 生 ず る 曲 げ 内 側 の コ イ ル 素 線 は 同 じ く 曲 げ 圧 縮 応 力 を 保 持 し た
ま ま 素 線 密 着 状 態 で 曲 げ 変 形 し 、 そ の 曲 げ 状 態 が 持 続 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 上 の 曲 げ プ ロ セ ス か ら 、 シ ー ス 体 の 曲 げ 変 形 部 は ス ト レ ー ト 形 態 へ の 復 元 応 力 が 常 に
存 在 し て い る の で 、 そ の 復 元 力 に よ っ て 血 管 壁 へ 強 く 圧 接 し た 状 態 と な っ て 血 管 壁 の 損 傷
を も た ら す と 共 に 、 シ ー ス 体 の 挿 入 前 進 性 を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 さ ら に 、 シ ー ス 体 中 心 線 の 曲 げ 中 立 線 が 曲 げ 変 形 に よ っ て 伸 長 変 形 し て シ ー ス 体 の 長 尺
化 変 形 を 必 然 的 に 生 ず る 。 従 っ て 、 そ の シ ー ス 体 の 中 空 部 を 貫 挿 す る 芯 材 は 有 効 作 動 長 が
変 化 す る と 共 に 、 強 い 引 張 り 荷 重 を 生 ず る の で 、 体 腔 内 挿 入 中 の 先 端 処 置 部 ５ に 有 害 な 作
動 力 を 生 じ た り 、 手 元 操 作 部 に よ る 該 芯 材 の 押 し ・ 引 き ・ 回 転 の 操 作 性 を 阻 害 し て 当 該 治
療 性 を 損 う 難 点 が あ る 。 な お 、 こ の 背 景 技 術 の シ ー ス 体 の 詳 細 な 説 明 は 、 後 述 す る 本 発 明
の 効 果 の 段 落 に お い て 、 本 発 明 の も の の シ ー ス 体 の 作 用 効 果 と 対 比 し て 補 足 説 明 す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 上 の 技 術 課 題 を 解 決 す る 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 １ は （ そ の 基 本 形 態 を 示 す 図 １ 参 照 ）
「 前 端 の 先 端 処 置 部 ５ と 後 端 の 手 元 操 作 部 ４ を 備 え 、 か つ 先 端 処 置 部 ５ と 手 元 操 作 部 ４ を
連 結 し た 操 作 用 芯 材 ３ を 貫 挿 し た 細 長 可 撓 性 の 密 着 巻 き コ イ ル 体 の シ ー ス 体 ２ か ら 成 る 医
療 用 処 置 具 １ に お い て 、 シ ー ス 体 ２ が 、 先 細 ２ 等 辺 斜 辺 素 線 ７ と 円 弧 外 周 素 線 ８ の 組 合 せ
に し て 、 曲 げ 外 力 に よ っ て 相 互 接 合 縁 を 前 記 コ イ ル 体 の 径 方 向 に 相 対 滑 り 自 在 に し た 異 形
複 素 線 コ イ ル 部 か ら 成 る 構 造 」 が 特 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 即 ち 、 前 記 基 本 構 成 の 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 の シ ー ス 体 は 、 相 互 に 側 面 を 接 合 さ せ て 対
と な る 「 前 記 ２ 等 辺 斜 辺 素 線 と 円 弧 外 周 素 線 」 を 、 シ ー ス 体 の 曲 げ 外 力 に よ っ て 極 め て 容
易 に 「 該 シ ー ス 体 の 中 心 に 近 づ く 方 向 ま た は 遠 ざ か る 方 向 に 相 対 滑 り さ せ て 、 曲 げ 変 形 に
よ る 引 張 り 応 力 ・ 圧 縮 応 力 を 吸 収 さ せ て 素 線 間 隙 間 を 生 じ さ せ な い で 曲 げ 変 形 自 在 に 成 す
」 思 想 か ら 成 る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 前 記 構 成 要 件 に お け る 先 細 ２ 等 辺 斜 辺 素 線 ７ は （ 図 １ （ Ｃ ） 参 照 ） ２ 等 辺 ３ 角 形
を 意 味 し 、 そ の ２ 等 辺 は 直 線 面 ・ 前 記 円 弧 外 周 線 の 外 周 に 整 合 さ せ た 緩 曲 面 の も の 、 角 丸
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形 態 の も の が 含 ま れ る 。 そ し て 、 円 弧 外 周 線 ８ と は 「 円 形 線 ・ 弦 を 有 す る 切 欠 円 形 線 」 を
意 味 し 、 そ の 素 線 ７ ・ ８ は 図 １ （ Ｂ ） 例 示 の よ う に ２ 等 辺 斜 辺 と 円 弧 外 周 を 相 互 接 合 す る
形 態 に 組 合 せ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 記 基 本 構 成 の シ ー ス 体 ２ を 主 要 部 に 成 す 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 １ は 下 記 の 特 有 の 主 た
る 作 用 効 果 が あ る 。 即 ち 、 （ 図 ２ （ Ｂ ） 参 照 ） 単 条 コ イ ル 体 ３ １ か ら 成 る 背 景 技 術 の シ ー
ス 体 ３ ０ は 、 体 腔 内 の 屈 曲 部 位 で 曲 げ 外 力 を 受 け る と 曲 げ 中 立 面 の コ イ ル 中 心 線 ６ の 外 側
の コ イ ル 素 線 ３ １ が 曲 げ に よ る 引 張 り 応 力 に 比 例 す る 素 線 間 隙 間 Ｃ を 生 じ て 、 ス ト レ ー ト
状 態 へ の 復 元 応 力 を 温 存 さ せ た ま ま 曲 が り 変 形 す る 。 従 っ て 、 そ の 復 元 応 力 に よ っ て 曲 げ
変 形 の 両 端 部 位 が 血 管 壁 等 へ 強 圧 接 し て 摺 動 挿 入 を 続 け た り セ ッ ト さ れ る の で 、 血 管 壁 等
の 体 腔 壁 の 損 傷 を も た ら す と 共 に 、 続 い て 成 す べ き 体 腔 内 挿 入 の 挿 入 性 を 阻 害 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら に 、 そ の 曲 げ 状 態 の シ ー ス 体 ３ ０ の 引 張 り 側 の コ イ ル 体 は 素 線 間 隙 間 Ｃ の 発 生 に よ
っ て 全 長 が 長 く な り 、 体 腔 内 で 極 め て 多 数 回 屈 曲 さ せ る の で 屈 曲 ポ イ ン ト 毎 に 前 記 長 大 化
現 象 が 累 積 し て 体 腔 内 挿 入 セ ッ ト 状 態 で は シ ー ス 体 ３ ０ の 相 当 量 の 長 尺 化 が 生 ず る 。 か く
し て 、 そ の 長 尺 化 に よ っ て シ ー ス 体 ３ ０ 内 の 芯 材 ３ の 有 効 作 動 長 を 著 し く 減 殺 し た り 、 芯
材 ３ に 有 害 な 張 力 を 生 じ て 、 手 元 操 作 部 ４ に よ る 先 端 処 置 部 ５ の 作 動 機 能 を 低 下 さ せ て 当
該 治 療 性 を 損 う 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 前 記 基 本 構 成 の 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 １ の シ ー ス 体 ２ は 、 曲 げ 応 力 に よ っ て 前 記
相 対 滑 り 自 在 の 素 線 組 合 せ か ら 成 る の で 、 （ 図 ２ （ Ａ ） 参 照 ） 体 腔 内 屈 曲 部 を 通 過 す る と
き に は 、 シ ー ス 体 ２ の 押 し 込 み 操 作 力 に よ っ て 素 線 ７ ・ ８ 間 に 隙 間 を 全 く 生 ず る こ と な く
容 易 か つ 自 在 に 曲 が り 変 形 す る 。 そ し て 、 曲 げ 応 力 を 残 存 さ せ な い で 血 管 等 の 曲 折 形 状 に
順 応 し て 自 在 曲 が り 変 形 す る と 共 に 、 ス ト レ ー ト 状 態 の 復 元 が 極 め て 容 易 に な る 特 段 の 直
曲 塑 性 （ 少 な る 外 力 で 容 易 に 自 在 に 曲 り 変 形 し た り ス ト レ ー ト 状 に 成 っ て 、 そ の 形 状 を 維
持 す る 性 質 ） が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 従 っ て 、 複 雑 に 屈 曲 す る 体 腔 内 へ 挿 入 す る と き 、 そ の 屈 曲 形 状 に 順 応 し て 素 線 間 隙 間 を
生 ず る こ と な く 極 め て 円 滑 に 挿 入 進 行 す る の で 、 先 端 処 置 部 ５ が 芯 材 ３ の 張 力 に よ っ て 挿
入 進 行 中 に 無 用 に 作 動 す る こ と が な く 機 能 が 安 定 確 保 さ れ 、 病 変 部 到 着 後 の 手 元 操 作 部 ４
に よ る 先 端 処 置 部 ５ の 操 作 機 能 が 極 め て 良 好 に 安 定 す る 。 そ し て 、 シ ー ス 体 ２ の 挿 入 進 行
中 や 挿 入 セ ッ ト 後 の 屈 曲 変 形 に よ る 復 元 力 反 発 力 は 殆 ど 無 く 、 そ の 屈 曲 変 形 に よ っ て 血 管
壁 等 を 損 傷 す る お そ れ は な い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 即 ち 、 別 体 素 線 に し て 相 互 に 傾 斜 面 ・ 円 弧 面 の 側 縁 を 接 合 さ せ る 前 記 構 成 要 件 の 「 先 細
２ 等 辺 斜 辺 素 線 ７ と 円 弧 外 周 素 線 ８ 」 は 、 そ の 接 合 部 位 が コ イ ル 中 心 に 近 づ く 方 向 ま た は
遠 ざ か る 方 向 に 相 対 滑 り し 易 い 「 斜 辺 と 円 弧 接 合 」 形 態 で あ る こ と か ら 、 曲 げ 外 力 に よ る
「 シ ー ス 体 長 さ 方 向 の 素 線 間 圧 縮 外 力 ま た は 引 張 り 外 力 」 に よ っ て 極 め て 容 易 に 相 対 滑 り
を 生 じ て 素 線 間 隙 間 を 生 ず る こ と な く 、 そ の 曲 げ 外 力 を 吸 収 し て 曲 げ に よ る 長 尺 化 を 生 ず
る こ と な く シ ー ス 体 ２ の コ イ ル 形 態 を 的 確 に 維 持 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 そ の 曲 げ 状 態 に お い て ス ト レ ー ト 状 復 元 外 力 が 加 わ る と 、 前 記 素 線 は 前 記 の 曲
げ 変 形 と 逆 方 向 の 外 力 を 受 け て 、 原 位 置 復 帰 の 相 対 滑 り を 生 じ て 応 力 を 残 留 さ せ る こ と な
く ス ト レ ー ト 形 態 へ 復 元 し 、 そ の 曲 直 変 化 を 反 復 す る こ と が で き る 。 な お 、 体 腔 内 の シ ー
ス 体 ２ の 前 記 相 対 滑 り 量 は 微 量 で あ り 、 か つ 「 斜 辺 と 円 弧 接 合 形 態 」 で あ る こ と か ら 接 合
素 線 の 接 合 が 外 れ て コ イ ル 形 態 を 崩 く お そ れ は 無 く 、 正 常 な コ イ ル 形 状 が 維 持 で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 な お 補 足 す れ ば （ 図 ２ （ Ｃ ） 参 照 ） 「 基 本 諸 元 と ス ト レ ー ト 状 態 の 芯 材 ３ の 遊 動 長 （ Ｌ
） 」 を 同 一 に し た と き 、 背 景 技 術 の シ ー ス 体 ３ ０ に よ る 遊 動 長 の 変 化 量 は δ １ （ Ａ １ － Ｌ
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） と な っ て シ ー ス 体 ３ ０ 側 が 引 き 込 ま れ る （ マ イ ナ ス 側 ） 。 こ れ に 対 し て 、 本 発 明 の シ ー
ス 体 ２ に よ る 遊 動 長 の 変 化 量 は δ ２ （ Ａ ２ － Ｌ ） と な っ て 微 小 な が ら シ ー ス 体 ２ よ り 遠 ざ
か る 。 背 景 技 術 の シ ー ス 体 ３ ０ に よ る 遊 動 長 （ Ｌ ） が 小 さ く な る 理 由 は 、 シ ー ス 体 ３ ０ を
屈 曲 さ せ る と 、 コ イ ル 素 線 間 に 隙 間 が 開 い て 全 長 が 長 く な り 、 そ の 分 シ ー ス 体 ３ ０ 内 へ 芯
材 が 引 き 込 ま れ る か ら で あ る 。 又 、 本 発 明 の シ ー ス 体 ２ に よ る 遊 動 長 （ Ｌ ） が わ ず か で は
あ る が 増 大 す る 理 由 は 、 シ ー ス 体 ２ を 屈 曲 さ せ る と 各 素 線 が 相 対 滑 り 移 動 に よ り 素 線 間 隙
間 を 発 生 さ せ ず 、 シ ー ス 体 ２ の 全 長 が ほ と ん ど 変 化 せ ず 、 そ し て 、 芯 材 は 屈 曲 部 に お い て
、 シ ー ス 体 ２ 内 を 最 短 距 離 に て 配 置 さ れ る か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 の シ ー ス 体 ２ は 下 記 の 特 有 の 作 用 効 果 が あ る 。 即 ち （ 図 ２ （ Ｄ ） 参 照 ）
シ ー ス 体 ２ を 形 成 す る 異 形 複 素 線 は 、 曲 げ 部 位 に お い て 相 対 滑 り し て 下 方 に 空 隙 １ ２ を 生
ず る 形 態 と な り 、 こ の 空 隙 １ ２ が 反 射 エ コ ー 部 と し て 機 能 し 、 さ ら に 、 シ ー ス 体 ２ 外 周 に
公 知 の 樹 脂 被 覆 Ｆ を 設 け る こ と に よ っ て 反 射 エ コ ー 部 が 「 反 射 エ ア ー 層 」 と し て 機 能 し 、
治 療 時 の 「 超 音 波 三 次 元 エ コ ー 」 の 下 に お い て よ り 明 瞭 な 超 音 波 観 察 画 像 を 描 出 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 理 由 は 、 こ の よ う な 空 隙 １ ２ は 、 体 組 織 に 比 べ て 超 音 波 を 反 射 し や す く 、 又 、 体 組
織 等 と エ ア ー 層 と は 音 響 イ ン ピ ー ダ ン ス （ 組 織 密 度 ρ と 音 速 Ｃ と の 積 ρ Ｃ ） の 差 を 非 常 に
大 き く さ せ る 為 、 こ の 境 界 面 で 超 音 波 を ほ と ん ど 反 射 さ せ る か ら で あ る 。 そ し て 、 こ の よ
う な 空 隙 １ ２ は 連 続 し た 螺 旋 溝 と な っ て い る 為 、 連 続 し た 屈 曲 形 態 部 と し て 画 像 認 識 さ せ
る こ と が で き る 。 こ の 結 果 、 「 超 音 波 三 次 元 エ コ ー 」 の 下 に お い て 、 当 該 治 療 性 の 一 段 の
向 上 を 図 る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 下 、 図 ３ ～ 図 ６ を 参 照 し て 前 記 基 本 形 態 か ら 成 る 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 例 を 説 明 す る
。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま ず 図 ３ は 、 芯 材 ３ を 貫 挿 し た シ ー ス 体 ２ の 両 端 に 押 し 引 き 操 作 片 １ １ か ら 成 る 手 元 操
作 部 ４ と 、 芯 材 ２ の 押 し 引 き に よ っ て 開 閉 す る 生 検 カ ッ プ １ ２ か ら 成 る 先 端 処 置 部 ５ を 有
す る 公 知 形 態 の 「 内 視 鏡 用 処 置 具 ２ ０ と 、 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子 ２ １ 」 の 医 療 用 処 置 具 が 示 さ
れ て お り 、 い ず れ も シ ー ス 体 ２ が 前 記 基 本 形 態 の 樹 脂 被 覆 Ｆ つ き の 構 造 に 設 定 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ の 図 ３ 実 施 例 の も の は 、 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。 即 ち 、 背 景 技 術 の シ ー ス 体 か ら 成 る
も の は 体 腔 内 の 曲 部 急 激 曲 げ お よ び 屈 曲 形 態 の 累 積 に 伴 っ て 素 線 間 隙 間 の 発 生 に よ っ て シ
ー ス 体 ２ を 屈 曲 さ せ る の み で 芯 材 ３ を 操 作 し た 状 態 と 成 っ て 、 生 検 カ ッ プ １ ２ が 体 腔 内 の
曲 部 急 激 曲 げ 部 等 で 術 者 の 意 図 に 反 し て 、 開 閉 又 は 回 転 動 作 し て 、 体 腔 内 壁 の 傷 つ け 等 治
療 性 を 阻 害 す る ト ラ ブ ル が あ る 。 し か し 、 本 実 施 例 の も の は 前 記 の 特 有 作 用 に よ っ て 、 体
腔 内 挿 入 に よ る 屈 曲 が 大 に な っ て も 術 者 の 意 図 に 反 し て 開 閉 又 は 回 転 作 動 せ ず 、 良 好 な 回
転 操 作 性 ・ シ ー ス 体 ２ の 長 尺 化 防 止 等 に よ っ て 生 検 カ ッ プ １ ２ の 開 閉 操 作 性 が 良 好 に 確 保
で き る 。 そ し て 、 超 音 波 環 境 下 に お け る 反 射 エ コ ー 部 ・ 反 射 エ ア ー 層 形 成 に よ っ て 明 瞭 な
画 像 を 描 出 し て 、 生 体 組 織 採 取 の 治 療 が 極 め て 容 易 的 確 に で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 次 に 図 ４ （ Ａ ） は 、 シ ー ス 体 ２ 後 端 の 手 元 操 作 部 ４ の 「 押 し ・ 引 き ・ 回 転 操 作 」 に よ っ
て 、 シ ー ス 体 ２ 先 端 の 先 端 処 置 部 ５ の ル ー プ 部 １ ３ を 拡 縮 さ せ て 生 検 組 織 を 緊 縛 す る 公 知
形 態 の 内 視 鏡 処 置 具 ２ ２ の 医 療 用 処 置 具 １ が 示 し て あ り 、 図 ４ （ Ｂ ） は シ ー ス 体 ２ 後 端 の
手 元 操 作 部 ４ の プ ル 操 作 に よ っ て シ ー ス 体 ２ 前 端 の 先 端 処 置 部 ５ の ク リ ッ プ １ ４ を 生 体 組
織 へ 留 置 さ せ る 公 知 形 態 の 多 機 能 外 科 用 器 具 ２ ３ の 医 療 用 処 置 具 １ が 示 し て あ り 、 こ の 図
４ （ Ａ ） （ Ｂ ） の い ず れ も の シ ー ス 体 ２ も 前 記 基 本 形 態 の 構 造 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 以 上 の 図 ４ 実 施 例 の も の は 、 前 記 の 本 発 明 の 主 た る 特 有 作 用 に 基 づ く 下 記 の 特 有 作 用 が
あ る 。 即 ち 、 背 景 技 術 の 内 視 鏡 処 置 具 は 、 同 じ く 屈 曲 変 形 に よ る 芯 材 ３ の 引 っ 張 り 力 発 生
に よ っ て ル ー プ 部 １ ３ の 操 作 性 が 悪 く 、 ル ー プ 部 １ ３ に よ る ポ リ ー プ の 緊 縛 力 が 変 化 し て
、 緊 縛 力 不 足 に よ る ポ リ ー プ 抜 け を 生 じ た り 、 ポ リ ー プ の 過 強 緊 縛 の 不 良 を 生 ず る ト ラ ブ
ル が あ る 。 し か し 、 本 実 施 例 の 図 ４ （ Ａ ） の も の は 体 腔 内 挿 入 の シ ー ス 体 ２ が 極 度 の 屈 曲
形 態 を 呈 し て も 、 シ ー ス 体 ２ の 各 素 線 が 相 対 滑 り 移 動 を 生 じ て 芯 材 ３ の 有 効 作 動 長 を 著 し
く 減 殺 す る こ と が な い た め 生 体 組 織 採 取 の ル ー プ 部 １ ３ の 開 口 操 作 が 安 定 維 持 さ れ る と 共
に 、 ル ー プ 部 １ ３ の 揺 動 防 止 ・ 良 好 な 操 作 に よ っ て 生 体 組 織 の 良 好 な 採 取 性 が 確 保 で き る
。 そ し て 、 前 記 の 反 射 エ コ ー 部 ・ 反 射 エ ア ー 層 形 成 に よ る 明 瞭 な 超 音 波 観 察 画 像 描 出 に よ
っ て 当 該 治 療 性 が 特 段 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 図 ４ （ Ｂ ） の も の は 、 従 来 技 術 の 「 シ ー ス 体 が 密 着 コ イ ル 巻 き 形 態 」 に お い て
、 体 腔 内 で 屈 曲 さ せ る と 曲 げ 部 分 の 引 張 側 の コ イ ル 素 線 が 開 い て 芯 材 ３ の 有 効 長 が 大 き く
変 動 し て ク リ ッ プ １ ４ の 位 置 変 動 ・ 揺 動 を も た ら し て 操 作 性 を 困 難 に し た り 、 ク リ ッ プ １
４ の 体 内 留 置 不 備 を 生 ず る ト ラ ブ ル が 存 在 す る 。 し か し 、 そ の シ ー ス 体 ２ が 前 記 基 本 形 態
か ら 成 る の で 、 体 腔 内 で 極 度 屈 曲 変 形 さ せ て も シ ー ス 体 ２ の 長 さ 変 化 量 は 極 め て 少 く 、 操
作 ス ト ロ ー ク 不 足 を 生 ず る こ と な く 操 作 性 が 極 め て 安 定 し 、 ク リ ッ プ １ ４ の 体 腔 内 留 置 の
治 療 性 が 特 段 に 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 詳 し く は （ 図 ４ （ Ｃ ） 参 照 ） 多 機 能 外 科 用 器 具 ２ ３ は 、 手 元 操 作 部 ４ を 引 張 り 操 作 す る
と 、 そ の 反 力 を 密 着 コ イ ル 巻 き の シ ー ス 体 ２ が 受 け て 支 え る こ と に よ っ て 、 ク リ ッ プ フ ッ
ク １ ５ が 伸 ば さ れ て ク リ ッ プ １ ４ が 体 内 に 留 置 さ れ る 操 作 プ ロ セ ス と な る 。 こ の ケ ー ス に
お い て 背 景 技 術 の シ ー ス 体 は 、 屈 曲 さ せ る と 曲 率 半 径 が 大 な る 引 張 り 側 の 線 間 に 隙 間 を 生
ず る の で ク リ ッ プ １ ４ が シ ー ス 体 内 に 入 り 込 ん で 先 端 か ら の ク リ ッ プ 位 置 が 変 動 す る 。 そ
し て 、 手 元 操 作 に よ っ て 圧 縮 反 力 を 受 け る と 前 記 線 間 隙 間 が 小 と な り 、 こ れ に よ る 操 作 力
の 大 ・ 小 に よ っ て シ ー ス 体 が 揺 動 し て 消 化 器 管 等 の 損 傷 を も た ら す 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 操 作 ス ト ロ ー ク が シ ー ス 体 の コ イ ル ば ね に 吸 収 さ れ て 所 要 引 張 り ス ト ロ ー ク の
先 端 部 へ の 伝 達 が 困 難 と な り 、 ク リ ッ プ フ ッ ク １ ５ が 伸 ば さ れ ず 体 内 留 置 で き な い 機 能 不
全 を も た ら す 難 点 が あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 し か し 、 本 発 明 の シ ー ス 体 ２ か ら 成 る も の は 、 屈 曲 さ せ て も 長 さ 変 化 量 が 極 め て 小 に し
て 操 作 ス ト ロ ー ク 不 足 の 発 生 が 無 く 、 そ の 上 屈 曲 形 態 に 関 係 な く 操 作 応 答 性 が 極 め て 良 く
、 安 定 し た ク リ ッ プ 留 置 が 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 続 い て 図 ５ を 参 照 し て 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 即 ち 、 図 ５ （ Ａ ） は 手 元 操 作 部 ４ の 回 転
操 作 に よ っ て シ ー ス 体 ２ 内 の 芯 材 ３ （ ワ イ ヤ ） の 張 力 を 調 整 し て 先 端 処 置 部 ５ の 内 視 鏡 を
可 変 さ せ る 公 知 形 態 の 内 視 鏡 ２ ４ が 示 し て あ り 、 図 ５ （ Ｂ ） は シ ー ス 体 ２ 内 に 「 芯 材 ３ に
当 る リ ー ド 線 ２ ６ 」 を 内 挿 す る と 共 に 、 こ の リ ー ド 線 ２ ６ の 先 端 に 連 結 し た セ ン サ ー ２ ７
（ 先 端 処 置 部 ５ に 当 る ） を 備 え た セ ン サ ー 付 ガ イ ド ワ イ ヤ ２ ５ が 示 し て あ り 、 こ の い ず れ
も の シ ー ス 体 ２ は 前 記 基 本 形 態 の 構 造 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 以 上 の 図 ５ （ Ａ ） （ Ｂ ） の も の は 、 シ ー ス 体 ２ が 前 記 の 主 た る 作 用 効 果 を 奏 す る 前 記 基
本 形 態 で あ る こ と か ら 、 内 視 鏡 ２ ４ は 先 端 処 置 部 ５ の 操 作 性 が シ ー ス 体 ２ の 屈 曲 形 態 に 影
響 さ れ な い た め 、 屈 曲 さ せ る こ と の み に よ る 変 動 ・ 揺 動 さ ら に 術 者 の 意 図 に 反 す る 作 動 を
生 じ な い 特 段 の 高 性 能 に し て 当 該 治 療 性 が 一 段 と 向 上 す る 。 そ し て 、 セ ン サ ー 付 ガ イ ド ワ
イ ヤ ２ ５ は 「 背 景 技 術 の も の の コ イ ル 線 間 隙 間 か ら の 乱 流 の 発 生 に よ る 血 圧 波 不 安 定 波 形
の 防 止 」 「 リ ー ド 線 ２ ６ 断 線 に よ る 画 像 停 止 ト ラ ブ ル を 防 止 す る 」 等 の 特 有 の 従 た る 作 用
効 果 が あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
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　 即 ち 、 背 景 技 術 の シ ー ス 体 か ら 成 る 「 セ ン サ ー 付 き ガ イ ド ワ イ ヤ 」 は 、 冠 動 脈 閉 塞 部 の
術 後 効 果 の 確 認 の た め に 血 管 内 へ 挿 入 す る と 、 血 管 屈 曲 部 に よ る 曲 げ 変 形 に よ っ て リ ー ド
線 ２ ６ が 引 っ 張 ら れ て 断 線 し て セ ン サ ー ２ ７ の 機 能 を 失 う ト ラ ブ ル が あ り 、 さ ら に 急 激 曲
げ 部 位 に 過 大 な 素 線 隙 間 を 生 じ さ せ て 血 流 を 乱 流 さ せ る こ と が あ り 、 こ の 乱 流 に よ っ て 血
液 波 測 定 が 不 安 定 波 形 を 呈 し て 測 定 性 を 阻 害 す る 不 良 現 象 が あ る 。 し か し 、 本 発 明 の シ ー
ス 体 か ら 成 る も の は 、 素 線 間 隙 間 の 発 生 が な い の で 、 リ ー ド 線 ２ ６ へ の 無 用 な 張 力 が 発 生
せ ず 、 以 上 の 従 来 難 点 が 解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 次 に 図 ６ を 参 照 し て 他 の 実 施 例 を 説 明 す る 。 即 ち 、 シ ー ス 体 ２ を 主 要 部 に 成 す 医 療 用 処
置 具 １ に お い て 、 図 ６ （ Ａ ） の も の は 前 記 基 本 形 態 か ら 成 る 先 端 側 ゾ ー ン ２ Ａ と 、 こ の 先
端 側 ゾ ー ン ２ Ａ に 直 列 連 結 し た 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 手 元 側 ゾ ー ン ２ Ｃ の ２ ゾ ー ン 形
態 に 設 定 さ れ て い る 。 そ し て 図 ６ （ Ｂ ） の も の は 、 同 じ く 前 記 基 本 形 態 か ら 成 る 先 端 側 ゾ
ー ン ２ Ａ と 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 か ら 成 る 中 間 ゾ ー ン ２ Ｂ と 、 可 撓 性 の 中 空 管 体 か ら 成 る 手
元 側 ゾ ー ン ２ Ｃ が 直 列 連 結 さ れ た ３ ゾ ー ン 形 態 に 設 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 以 上 の 図 ６ の も の は 下 記 の 特 有 作 用 が あ る 。 即 ち 、 医 療 用 処 置 具 １ は 蛇 行 血 管 内 ・ 消 化
器 管 内 等 の 屈 曲 細 管 の 体 腔 内 に 深 く 挿 入 す る の で 長 さ 方 向 の 先 柔 後 剛 の 傾 斜 特 性 に し て 手
元 剛 性 に よ る 良 好 な 押 込 み ・ 回 転 操 作 性 の 確 保 と 、 先 柔 に よ る 体 腔 内 へ の 円 滑 挿 入 ・ 深 部
挿 入 性 を 図 る の が 「 好 ま し い 一 般 技 術 概 念 」 で あ る こ と か ら 、 こ の 図 ６ 実 施 例 の も の は 前
記 ２ Ａ に よ る 本 発 明 の 特 有 の 作 用 効 果 と 、 前 記 複 数 ゾ ー ン 形 態 に よ る 先 柔 後 剛 の 一 般 技 術
特 性 が 併 存 付 与 で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 そ し て 、 さ ら に 補 足 す れ ば 図 ６ （ Ａ ） の も の は 単 条 コ イ ル 体 の 場 合 と 異 な り 中 空 撚 線 コ
イ ル 体 を 用 い る 為 、 先 端 側 へ の 回 転 伝 達 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ の 理 由 は 手 元 側
操 作 部 を 回 転 さ せ る と 、 単 条 コ イ ル 体 の 場 合 は 、 一 本 の 線 材 で 回 転 力 を 支 え る 構 造 の 為 、
屈 曲 部 の 体 腔 内 壁 等 と の 各 接 点 ・ 各 部 位 間 毎 異 な る 不 均 質 な 捻 り 溜 り が 発 生 し て い る か ら
で あ る 。 こ れ に 対 し て 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 多 数 本 の 素 線 を 用 い て い る 為 、 各 素 線 が 中
空 撚 線 コ イ ル 体 の 中 心 軸 側 へ 傾 斜 し て い て 、 こ の 傾 斜 角 が 単 条 コ イ ル 体 の 場 合 よ り 「 大 」
と な っ て い る 為 、 先 端 側 へ よ り ス ム ー ズ な 回 転 力 を 伝 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 こ こ で 用 い る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 ロ ー プ 撚 線 機 に よ る 撚 合 形 態 が 望 ま し い 。 そ
の 理 由 は 、 撚 合 と 同 時 に 素 線 全 周 に 加 工 変 質 層 （ 硬 化 層 ） を 形 成 す る こ と に よ り 、 中 空 撚
線 コ イ ル 体 を 全 長 に わ た っ て 均 質 化 で き る か ら で あ る （ 多 条 線 の マ ン ド レ ル 巻 き 付 け 工 法
で は 、 多 条 巻 回 単 位 毎 隙 間 が 発 生 し や す い ） 。 そ し て 、 図 ６ （ Ｂ ） の も の は 中 空 管 体 か ら
な る 為 、 さ ら に 、 手 元 側 回 転 力 を 先 端 側 へ 伝 え 易 く な り 、 体 腔 内 等 の 屈 曲 形 態 に 対 応 し た
傾 斜 機 能 を 有 す る 構 造 体 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 補 足 す れ ば 、 前 記 多 ゾ ー ン 形 態 に 用 い る 中 空 撚 線 コ イ ル 体 は 、 多 数 本 の 素 線 を ロ ー
プ 撚 線 機 を 用 い て ロ ー プ 状 に 撚 り 合 せ て 、 中 心 材 を 抜 い た 中 空 形 態 、 ま た は 、 多 数 の 素 線
を 中 空 状 に 撚 合 構 成 し た 形 態 が 好 ま し く 、 こ の 形 態 の も の は ロ ー プ 撚 線 機 に よ る 「 波 付 け
・ 形 付 け 時 の 治 具 を 通 過 さ せ る こ と に よ っ て 線 材 全 周 に 加 工 変 質 層 （ 硬 化 層 ） 」 が 形 成 さ
れ る 。 そ し て 、 前 記 の ゾ ー ン 連 結 は 「 ロ ー 付 ・ 溶 接 ・ 管 ピ ー ス に よ る か し め 」 等 の 工 法 に
よ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 そ し て 、 中 空 撚 線 コ イ ル 体 の 実 施 例 と し て 、 線 径 ０ ． ３ ３ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 鋼 線 材 （ オ
ー ス テ ナ イ ト 系 ） を 例 え ば １ ２ 本 撚 合 し て 、 コ イ ル 体 外 径 が １ ． ６ ｍ ｍ と な る 構 成 と す る
。 又 、 線 径 ０ ． ３ ３ ｍ ｍ の 構 成 が 、 直 径 ０ ． １ １ ｍ ｍ の 素 線 を ７ 本 撚 合 し た 構 成 と し て も
よ い 。 そ し て 、 ス テ ン レ ス 鋼 線 材 と 超 弾 性 特 性 を 有 す る ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合 金 線 材 の 混 合
撚 線 又 は い ず れ か 一 方 と し た 撚 合 構 成 を 用 い て も よ い 。 そ し て 、 中 空 管 体 の 使 用 材 質 は 、
ス テ ン レ ス 鋼 線 材 又 は 前 記 ニ ッ ケ ル ・ チ タ ン 合 金 線 材 い ず れ を 用 い て も よ い 。 さ ら に 、 本
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発 明 に 用 い る 異 形 複 素 線 は 、 直 径 ０ ． ３ ｍ ｍ の 円 弧 外 周 素 線 と 、 底 辺 が ０ ． ３ ５ ｍ ｍ 高 さ
が ０ ． ３ ｍ ｍ 二 等 辺 斜 辺 素 線 を 用 い 、 又 、 使 用 材 質 は ス テ ン レ ス 鋼 線 材 を 用 い 、 コ イ ル 成
形 加 工 を 容 易 に す る 為 、 二 種 の 線 材 の 一 方 を 熱 処 理 に よ り 軟 材 質 （ 引 張 り 強 さ が ８ ０ ～ １
２ ０ Ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ ２ ） と し て 、 硬 質 材 （ 引 張 り 強 さ が １ ８ ０ ～ ３ ０ ０ Ｋ ｇ ｆ ／ ｍ ｍ ２ ） と
の 組 合 せ を 用 い た 構 造 と し て も よ い 。 又 、 形 状 記 憶 特 性 を 有 す る 前 記 ニ ッ ケ ル － チ タ ン 合
金 線 材 を 用 い て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 医 療 用 処 置 具 の シ ー ス 体 の 基 本 形 態 を 示 し 、 （ Ａ ） は そ の 全 体 正 面 図 、
（ Ｂ ） は そ の シ ー ス 体 の 構 造 説 明 図 、 （ Ｃ ） は シ ー ス 体 の 素 線 の 形 状 説 明 図
【 図 ２ 】 図 １ の 基 本 形 態 の シ ー ス 体 と 背 景 技 術 の シ ー ス 体 の 作 用 対 比 の 説 明 に し て 、 （ Ａ
） （ Ｂ ） は そ の 曲 げ 形 態 説 明 図 、 （ Ｃ ） （ Ｄ ） は そ の 特 有 作 用 の 説 明 図
【 図 ３ 】 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） と は そ の 正 面 図
【 図 ４ 】 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） は そ の 正 面 図 、 （ Ｃ ） は 作
用 説 明 図
【 図 ５ 】 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） は そ の 正 面 図
【 図 ６ 】 本 発 明 １ 実 施 例 の 医 療 用 処 置 具 を 示 し 、 （ Ａ ） （ Ｂ ） は そ の 部 分 正 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ 　 医 療 用 処 置 具
２ 　 シ ー ス 体
３ 　 芯 材
４ 　 手 元 操 作 部
５ 　 先 端 処 置 部
６ 　 コ イ ル 中 心 線
７ 　 先 細 ２ 等 辺 斜 辺 素 線
８ 　 円 弧 外 周 素 線
１ ２ 　 生 検 カ ッ プ
１ ３ 　 ル ー プ 部
１ ４ 　 ク リ ッ プ
２ ０ 　 内 視 鏡 用 処 置 具
２ １ 　 内 視 鏡 用 生 検 鉗 子
２ ２ 　 内 視 鏡 用 処 置 具
２ ３ 　 多 機 能 外 科 用 器 具
２ ４ 　 内 視 鏡
２ ５ 　 セ ン サ ー 付 ガ イ ド ワ イ ヤ
３ ０ 　 背 景 技 術 の シ ー ス 体
Ｃ 　 空 隙
Ｆ 　 被 覆
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种细长且柔性的紧密缠绕的线圈主体，该线圈主体
具有远侧治疗部5和后端近侧操作部4，并且具有操作芯材3，该操作芯材
3连接穿过远侧治疗部5和近侧操作部4。 在具有护套主体2的医疗用具1
中，即使在体腔内弯曲，“在芯材3中线圈线之间的间隔也不会变长，不
会因弯曲而产生拉伸负荷”。 提供东西。 变形复合线材线圈，其中鞘体
（2）是锥形等腰斜边单线材（7）和圆弧形外周线材（8）的组合，并且
相互连接的边缘可通过外部弯曲力沿线圈元件的径向滑动。 结构由 [选
型图]图1
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